
　２０２０年１０月、国は２０５０年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする、カー
ボンニュートラルを目指すことを宣言。その実現への動きの中で、ＧＸ（グリーントラン
スフォーメーション）やＥＳＧ投資などの言葉も頻繁に聞くようになった昨今、温室効果
ガス（≒ＣＯ２）の排出量が多いとされる建築物分野での環境負荷低減の取り組みには注目
が集まっている。もちろん建築仕上げの分野でもそれは例外ではなく、環境負荷を低減
した上で、求められる性能・機能を発揮するための技術開発が続けられている。
　本特集では、建築仕上げに関連した環境負荷低減に向けた取り組みの現状や、製品開
発動向をレポートしていく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 編集部
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